
１．活動
　今年度は、主に海洋プラスチックごみ、気候変動訴訟を中心に研究した。

２．成果
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Nations	Convention	on	the	Law	of	the	Sea:	State	Practice	of	China	and	Japan,	Springer,	pp.65-
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　鶴田	順,	2022,	「中国の海洋環境保護関係法」『環境法研究（信山社）』第14号（2022年１月）,	
pp.71-97.

　鶴田順・瀬田真,	2022,	「本特集「海洋ごみの国際規範」について」『環境管理』2022年３月号,	
pp.10-14.

　阿部満「ロイヤル・ダッチ・シェルに対する気候変動訴訟」明治学院大学法学研究113号掲載予定．
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